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別紙－１ 

■日程及び参加者等 

 

日  程 ：平成２５年４月１７日（水）１４：００から１時間程度 

 

実 施 者：熊本高等専門学校 八代キャンパス 水理実験室 

 

参 加 者：球磨村渡地区住民（十数名） 

 

その他参加者：熊本高等専門学校 ５年生（３０名程度） 

 

 

■スケジュール 

 

① 挨拶及び概要説明 

 

② 水理模型実験 

実験１：現況河道における平成 17 年 9 月洪水（近年最大）の通水 

実験２：対策後河道における平成 17 年 9 月洪水（近年最大）の通水 

 

③ 被害軽減に向けたソフト対策の取り組み事例説明 
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（参考） 

 

 

熊本高専に設置した水理模型の全景 

 

熊本高専の学生との水理模型製作状況 

 

熊本高専の学生との水理模型実験実施状況 


